
Thursday 11 August 2022, 17:00 TOPPAN HALL
17:00開演トッパンホール

全席指定5,000円／学生2,500円
8 11
2022［木・祝］
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ベートーヴェン
弦楽三重奏のためのセレナード ニ長調 Op.8

Beethoven: Serenade für Violine, Viola und Violoncello D-Dur Op.8

ペンデレツキ
弦楽三重奏曲

Penderecki: Trio für Violine, Viola und Violoncello

フランセ
弦楽三重奏曲

Françaix: Trio à cordes
ドホナーニ

弦楽三重奏曲 ハ長調 Op.10《セレナード》
Dohnányi: Trio für Violine, Viola und Violoncello C-Dur Op.10 “Serenade”



トッパンホールは高度な空調管理システムを有し常時適切な換気を行うとともに、ウイルス除去対策として、ホール内すべてのエリアにオゾン燻蒸ならびに光触媒コーティングを施しております。

2022.6 Ⅱ
写真©大窪道治

　トリオ・リズル第2回のプログラム、ご覧になられてすべての曲

のイメージが浮かぶ方がいらしたら、それは室内楽、弦楽器に本当

に精通したお客さまだ。いま私たちの手許に、今回のプログラムを

話し合うにあたって、メンバーとホールのスタッフとで洗い出した

弦楽三重奏曲の一覧表がある。実に様々な作曲家が弦楽三重奏曲を

作曲していて、眺めてどんな曲かを想像するだけでもとてもおもし

ろい。思っていた以上にいろんな作曲家がいろんなシーンで弦楽三

重奏曲を書いていることに驚く。そんなリストも横目で睨みなが

ら、今回もいろいろと議論してプログラムを組み立てた。

　ランチタイムコンサート、トリオ・リズル結成コンサートと、2回

にわたってベートーヴェン作品を続けて演奏してきたことを受け、

今回もベートーヴェンを入れようということは最初から決めていた。

彼の生前の大人気曲《セレナード》だ！ それに何を組み合わせるか

を議論するなか、今回は8月の公演ということを強く意識し、「夏」、

「セレナード」、「ワクワク感」などがキーワードとして浮上した。

「弦楽三重奏でワクワク感？」と思われる方もいるかもしれないが、

驚くことなかれ、実に楽しく元気になるプログラムが誕生したと思う。

　ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン（1770-1827）若き日の

出世作《セレナード》。前時代のスタイルを受け継ぎ、当時流行し

ていた“セレナード”という形式の中に、自身の若き才能と、漲る自

信を盛り込んだベートーヴェン。冒頭楽章、最終楽章に置かれる

マーチは、本来は文字通りアーティストの入退場の音楽だが、既に

ここにも新たな時代の旗振り役を担う意思が感じられる。ベートー

ヴェン以外の3作品は、いずれも20世紀の作品だが、時代も国籍も

様々。世界の多様性と変遷を象徴するかのように人間の様々な要素

が浮かび上がり実に豊かだ。

　弦楽器3本でこんなに多様な音楽が生まれることに驚くはずだ。

メンバーはじめ我々が驚いているのだから。ドラマティックな緊張

感と個々の奏者のソリスティックな腕が楽しめるペンデレツキ

（1991年作曲）。いつもながらといえばそれまでだが、フランセ

（1933年作曲）も実にお洒落でセンスよく楽しい。私たちの想像の

翼を自由に広げさせてくれる。知名度の高いドホナーニ作品は、

ベートーヴェンの《セレナード》をも意識しての曲で、今回のコン

サートを締めくくるにふさわしい。3人のメンバーも、当初からい

つこの曲を演奏できる日が来るだろうかと待ち望んでいた。

　「弦楽三重奏」という硬い響きからは想像できない多様性と心と

きめく躍動感。それぞれ様々な賞も受賞し勢いに乗るトリオ・リズ

ルの3人が熱くお送りする“夏祭り”。8月11日開催です！
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